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青春は失策、壮年は苦闘、

老年は悔恨
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医師会月間行事

※2月24臼(火)例会鈴医師会館午後 7.

3 0 

0協議事項目)予防接種に凶する事項 (2)

休日診療について ゆ)呼蚊器疾患調査に

ついて (4) 3才児検診について (5)日医

寄附令について

0報告(述絡)'j}:J英 (1)山口県医師会次期

代議員会報告 (2)光市役所との協議会報

告 (3)適配委員の委側について (4)次期

役員の会務分拘について (5)光市医師会

各部会の各会員削当について (6)国保協

議会桜台 (7)産業ぽ健担当理事協議会報

告 (8)風l_lvJ，心者調査、抗体価測定検査

について， (別再評価終了医薬品の取扱い

についてra印俊'1-:保護法』ζ関する通知----

(l1)健康福祉研究会の発足についてI(12緒

会議の開催(臨時代議民会、医師国保組合

会、医師辿盟代表者会) (13陰員の入院

※3)] 10 日(火)定例県 'J~会於医師会館

午後7.30 

0報告事項 (1)以ぼ臨時代議員会報告 (2)

県民師同保組合会議報告 (3)医師連盟郡

市代表者会議報告 (4)呼蚊器疾患、調査懇

談会出席 (5)第 5問Ili民以季大学の光市

医師会後援について (6)風疹患者の抗体

検査について

0協議事項 (1)呼股~疾患調賓について

(2)口氏炭師連盟寄附金について (31山口

県医師会各部会及び代表者について (4) 

徳山保健所昭和 51年度健康診査出務に

ついて (51附和 51年度F算案について

1976 

(6)予防接話の出務について (7)企業年金

について

光市医師会と光市役所との協議会

日時 2月18日(水)午後 7.00 

場所光商工会議所会議宅

出席者医師会 :林医師会長、松村副会長、

福本理手、富恵即官、大野間半。

市役所:松岡市長、|尚本教育長、かJ村di民
部長、政問福祉τn務所長、服部市民病院事

務長、福田福祉課長、丙村社会課長、木村

教育委員会総務課長、 J民旧邸境保健課長、

山本予防衛生係長

協議会議題 (議事の非細は別問による〉

(1)学校保健

{イ)学校医の報削について

{ロ)血液型検売料について

い)心屯凶検査について

(ニ)健康統計資料の医学的検討につい

て

(2)予防接種

(イ)提出した委託料要望3のInの怠見

について

(ロ) 出務の命珂化について

(ハ) 予防筏柿及び伝IJ反応のP1<につい

て

(ニ)鍋別接艇について

{ホ)予防接軒下故の補償について

~3)住民検診

(イ) 街.tJ:i6号等位珍について。昭和51年

度の計11句と委託料。附和回年度の

実施結果

(ロ}老人健診について。昭和51年度の

計両と委託料。昭和50年度の実施
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結果

(ハ) 乳児世診、 3才児健診について。

昭和51年度委託料について

(4)休日診療

(イ) Il{j和回年度休日診療実施状況につ

いて

(ロ) I別相51年度における助成の見とお

しについて

(5)呼蚊端咲忠等調1f.

(イ)掛布までのA施状況と今後の万針

(ロ) 1i'J'.1目立35疾jよi淵任の助成について

下松市、岩国rt1の助成状抗、光

rliの志向について。

M認~..x，JC，.晶見 ."-"，，ιつ喝~

雇用保険法
-司e:-...

1 適用事業

(1)全面適削

Jid用cf;険は、ノ在庫:業iζ対して適用され、

労働dが1fttIJ (される手業は、業種と規模

のいかんを同わす、すべて適用事業とな

る(法川 5~長 l 頃)

(2)雌川保険にl対する・i付芳の処理単位となる

IIJ~~住所」の，な休

#業主は、被保険者iζ闘する各砲の届出

:fC務を行わなければならないが、乙の届

出事務は、版則として、その事業所どと

lζ処開しなけ札ばならない。

2 通用事業についての諸手続

(1)適用事業を附始した場合

属用保険のぼ険凶係は、当該適用事業の

闘始の FIに、成.¥r.する

適用事業の:P:~.t=.は、医用保険』ζ係る保

1976 

険関係の成虫した 11の特.日から 10日以

内iζ

Iイ)保険関係成立届

1ロ)雇用保険適用事業所設置届

ハ 被保険者資格取得届 (文は被保険

者転入届)

Iニ) 労働者名簿

(ホ) 出勤簿 (本年 1月より)

(へ) 賃金台帳

以上の11i，類を労働)Ji単位作署又は公共職

業安定所iζ提tI'rしなければならない。

3 被保険者

(1)被保険者とならない者

{イ)昼間学生

各理学校の学'tについては授業の時

i司、:深程の内容等よりみて、昼間学

生と同椋であると認められる者は被

保険労・とならない。

{ロ陀事使Jfj人

女中、♂生のような家使用人は、事

業主iζ凶則される省とは認められな

いので、被保険者とはならなし、。た

だし、 ]:.として家以以外の労働に従

~j cすることを本務とする者が例外的

に家事に使)iJされる乙とがるっても

被保険者ーとなる

(ハ)臨時内臓的に)(丘用される者

①その抵の受ける賃金をもって家計

の主たる部分を鮪わない者、すな

わち、家計補助的な者

②反挺継続して就労しない者であっ

て、臨時内職的lζ就労するに過ぎ

ない者
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iニ怯人の代ぷ話

1ホ障を査役、引;式会社の取締役

{へ判外で就労する労働者

{卜}在日外l吋人

(チ怯i:i143条沼 l工員各サlζ該当しない

臼Hli労働行

(リ)4ヶ)j以内のj剖胡を予定して行なわ

れる季節l内労働iζ出川される者

lヌ断t::d反険の被ぽ険{I

(;レ阿部道府以rlj町村にj信用される省で

HMj]保険の失業給付の内容を ζ える

者

註:諸手続きに要する』穎は医師会に用意

しである

県医各部会の新設
光市医師会の担当者

1.医業、税街、労鋭部会

如、当.l'JI.・j~ 船村ß，'jIE 、 部員渡辺貞雄

大野宗二

2.医事務}下目1)会

f円、"1.Pll'F 刈紙住次、部員各裁定委員

富恵 哲

3. rf~ ・ 準石・ ・ m 、 S 、必J点部会 相当なし

一一種痘及びジフテリア第三期予防
接種の見合わせの措置について

(Hfl51. 1. 29付)

山 r]以併' I~;:Hえより県医師会長宛

~2. 

l 初1)tnlのHru.については、細胞培益痕そ

うワクチン(しじ 16m8抹)の実施

を見合わせること

Z. 必二期の何百(小学校入学前 6月以内)

1976 

以内)は、いずれもその実施を見合わ

せる乙と。

3. ジフテリアの定期予防接持のうち小学

校入学前 6刀以内に行う予防接ぽは、

その実施ぞ見fTわせる乙と。

予防接種の対象疾病等

について

1.痘そ う

染谷予防挿部会長より佐川伝染病

調子主会長ffi Ilfl 5 O. 1 2. 1 7. 

資 料

近年におけるわが同の続そうの先生例とし

ては、昭和48年、49年lζ各 I1?'1Jの患者侵入

があった。また、羽tfなおエチオピア等に

はIJti行がみられ、わがlりへのむそう位入の

f芭険が全くなくなったとは巧えられな4、。

しかしながら世界ぽ位殿椛が行っている痘

そう根絶計I!lijがお・々とその成果をあげてい

る乙と、乳幼児の陣f立に際して極めてまれ

ではあるが重篤なI，ilJ反応による事故が発生

する乙と、また今Inl細胞I官接続そうワクチ

ンが凶発実刑されることて字を検，Hした結果、

臨痘計凶iを当面次のごとく改正する乙とが

適当である。

(イ)平常U;jにおける初|司祁的はj:後36)=Jか

ら生後 72 月 lと~る期Ii出ζ細胞培~~痘そ

うワクチンを出府して実胞する。

(ロ)痘そうに感染するおそれのある医療機I掃、

研究機国及び両マト:港l対{系織同等に勤続す

る者{ζ対して定i羽的iζ1ぶそうワクチン(在

来抹)によるF!l癒を実施する。

lハ宿そう疏行地への旅行行は、その出国に

及び外~ .:~朗の f，Hぷ(小学校卒業問 6 月 際して、 1ぶそうワクザン(在来抹)Kよ
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る腫fdを必要に応じて実施する。

{ニ脳内にむそうがもt人した場合は、緊急時

の1M!掠を1ぶそうワクチレ(伝来抹)，とよ

り一定範凶に限って実施する。

以上の措院に伴い、現行の小学校入学前6

)]以内及び小学校千-業前6/J以内の種痛は

し、ずれも廃止する。

2.ジフテ リア

近年、ジフ テリア忠者発生は、急速に減少

しているが今後さらに忠者先生の防止と本

疾忠の~1~絶のため F防接極を積極的に推進

する必製がある。接語年令は、午後3島か

ら生後 47月iζ-f.る期伺で弟一期及び第三

期接持を完 fする。乙の場合原則として、

百日ぜき、破似風とのニ五時起合ワクチ ンを

使用する乙ととし、 uUぜきが不要である

場合には、破{訪風との起合ワクチンの使用

が望ましも、。なお、第一期及び第二期の接

持作令の引上げ及びワクチンの効果等を考

慮して第三期(小学校入学前 6月以内)接

種は廃止し、第四期(小学校卒業前6月以

内)接椛は、新しく出三期接樟として実施

する。乙の場イ?においては、ジフテリア、

破傷風叫合ワクチンを使用する乙とが望ま

しい。

3.百日ぜき

百日ぜきの予防接極iζ関しては、昭和 50 

年 2月以降、そのあり方について検討を行

い、同年 3月iζ結論を報告したと ζ ろであ

る。今同さらに検吾、Iを加えたが、最近地域

的lζ患者の先生が増加している傾向が認め

られるので、引就き接持を行う必要がある。

しかしながら、その実胞にあたってはサー

ベイランス等の結果及び地域特性を考慮、し

1976 

て弾力的に丈施する。

4急性灰白樋炎

急性灰白ずい炎の先生は、生ワクチンの投

写によって急搬に減少したが、免疫水準が

低下すると再び流れするおそれがあるので

今後も生ワクチンの投与を継続する必要が

ある。

5.陽子フス・パラチフス・ 発露チフス及びペスト

とれらの開i有は、 P;;l域衛生の改善、防投対策

の強化等により予|泌が IJj能と考えられるの

で、流行地への旅行等特別の場合を除き予

防接持.の必梨はなし、。

6.コレラ

わが同の公衆衛'1=.の損状では、たとえコレ

ラ感染源が侵入しでも大流行となるおそれ

はないので、平常時の予防接磁は境止する

ζ とが妥当であるc ただし、流行時あるい

は読行のおそれのある場合に地域を限定し

て予防接持を行う乙とができるよう措置す

る。

7.ワイル病

ワイ Jレ病は地域的lζ抗行する技術で予防接

持が有効であり、 かつ、ワクチンの安全性

も高いので、 1it在地においては、予防接聴

を実施する乙とが望ましい。

8.インフルヱンザ

わが国におけるインフノレエンザは、保育所

幼稚園、小巾'γ校えよど仏間生活をする小児

により流行するので、乙れらの集卜nの免疫

度を一定水準iζ維持するため、予防接種を

推進する必要がある。なお、老人、慢性疾

患の患者等インフルエンザに対して抵抗力

の弱L、者に対しでも接持.を行う乙とが望ま

しt、。
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9.日本脳炎

戦後、流行をみた 11本脳炎も、予防接種の

普及及び近年の社会経済状態の変化Kとも

なって、患者発生は、急激に減少したが本

疾病の症状は宅情であり、致命率も高いと

乙ろから、今後も予防接種を実施する必要

がある。しかし、 11本脳炎の発生は、地域

的に著しい去異がみられるので、サーベイ

ランスの結果iζ法づき必要のある地域にお

いて予防接府を実施する。

10破傷風

破街風はひとたび先病するとその症状は重

篤であり致命本も極めて，:::jL)。一方ワクチ

ンは安今性もIf:jくその効果は著明であるの

で、予防接誌を実施する必要がある。幼小

児期Iζ接純する場合は、ジフテリア及び百

日ぜきなどの誠合ワクチンとして使用する

乙とが望ましL、。なお、感染の危険の多い

者に実施するものとし、この場合には披傷

風Ill.昧のワクチンを{史IIJする。

11.麻疹

麻疹は主品川点では小児にとって4t篤な合併

症の多い伝染悩であるので予防接俸を行う

必要がある。しかし、先熱、発疹などの軽

度の品IJ反応が他のワクチンに比べて梢多い

傾向iとあるので11崎別f~純等接利五法iζ十分

に注志を払う乙とが必要である。

12風彦

妊Afff及びその妊娠初期iζ風疹lζ擢患した場

合先天異.常児を出産するおそれがあるため

予防接持の必要がある。すでに有効なワク

チンが1泊先されて近く実用化されるので、

中等学校の女子に対して接椛を行うよう予

防接持Jrll.hjにとり入れる必要がある。
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諜弔

中間視十代先生

数年来入院調療建中のところ、 3月9日

午前 5時 30分、横行結腸癌による肝

転移のためf必死去されました。

享年 77 J'。つつしんで表悼もうしあ

げます。

あ と が き

循環器系疾患の慢性疾忠指導食品の中、ピー

ナツは要注立食品である。カロリーは 607

脂質は 48.2グラムで太げにほべて 2.5 f去も

両い。たべすぎると1泊旅d化は進行して、ア

ムネジーを宅し失見、当t設になるらしL、。

国会のひなだんで、 dねむりをするにはふさ

わしい鶴存の候とな 勺たが、ロッキード旋風

の嵐の中ではその取らあるまい。

ふかれつつ柳の糸のそろひけり

(きみ子)
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印刷所
光州御崎町

中村印刷株式会社
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